
整理番号

431

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 5,500 490 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2016 年 9 月 1 ※未着手の場合は着手予定日を記入

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2017 年 5 月 26

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市安富町安志字土器谷733-6　733-17

兵庫県宍粟市山崎町千本屋290-1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： サンコー興産　株式会社　代表取締役　居垣静夫

A948715E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

有

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 5,000 ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

有

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

432

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 5,000 490 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2016 年 9 月 1 ※未着手の場合は着手予定日を記入

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2017 年 3 月 30

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市安富町安志字土器谷733-7

兵庫県宍粟市山崎町千本屋290-1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社　イガキ　代表取締役　居垣真介

A948716E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 5,000 ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

有

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

433

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,800 1,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2016 年 11 月 10
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2017 年 3 月 31

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市安富町安志字当田１２９８－４

愛媛県新居浜市新田町１－６－４６

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社　新居浜鐵工所

A940680E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 16 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 35 度

無

無

無

無

無

有

無

無

変状に関
する総合
評価

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

支障なし

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
有

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。



整理番号

434

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 〇 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 149,241 7,260 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2020 年 8 月 28

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2020 年 11 月 15
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。30度を超える場合、地盤調査等により、そ
の安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
覆われていない場合、勾配、地質、土質及び高さ
からみて崩壊のおそれがない、又は周辺の土地利
用の状況等により擁壁の設置の必要がないか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市安富町植木野字道谷30-3

千葉県千葉市中央区今井2-5-12

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社HINA　代表取締役　久保智美

AZ99041E28 

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 44,000 ㎡

斜面の最大勾配： 10～15 度

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

有

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。



整理番号

435

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 35,000 1,980 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2016 年 9 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2017 年 3 月 31

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市安富町植木野字薬師ノ元127　外

兵庫県姫路市網干区垣内東町155

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 岸本木材㈱　代表取締役　岸本育代

A903059E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 10 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

436

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 6,936 1,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2017 年 1 月 28
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2018 年 3 月 23

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

〒672-0102　兵庫県姫路市家島町宮字観音1575

〒679-4167　兵庫県たつの市龍野町富永497

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 家島中央電力合同会社　代表社員　小林　悟

A815649E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

437

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 14,018 1,999 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2019 年 8 月 24

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2020 年 3 月 16

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

〒672-0102　兵庫県姫路市家島町宮字男鹿2165-13

〒679-4167　　　　兵庫県たつの市龍野町富永497

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社にしはりプロ 代表取締役　小林　悟

A815647E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

438

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 2,000 420 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2016 年 10 月 3

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2013 年 9 月 21

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

姫路市花田町一本松４０６

姫路市北今宿１－６ー２６

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： ツボサカ機鋼㈱壷阪康裕

A706649E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。30度を超える場合、地盤調査等により、そ
の安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
覆われていない場合、勾配、地質、土質及び高さ
からみて崩壊のおそれがない、又は周辺の土地利
用の状況等により擁壁の設置の必要がないか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

439

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 21,000 1,466 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2013 年 7 月 5
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 8 月 8

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市花田町勅旨１７３

兵庫県姫路市東延末264番地

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： タツボーファッション株式会社　　龍田信一

A722266E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

441

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 10,687 1,320 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2020 年 5 月 8

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2021 年 3 月 11

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市御国野町深志野３３３番地

姫路市御国野町深志野３００

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名：  株式会社　姫路生花卸売市場  柴山栄一

AZ99807E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

442

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 3,353 516 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2016 年 8 月 22
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2017 年 2 月 23

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市御立北2丁目946番8、281、282

兵庫県高砂市米田町島2番地

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： ヤング開発株式会社

A799186E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。



整理番号

443

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 3,270 516 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2016 年 8 月 22
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2017 年 2 月 23

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市御立北2丁目946番8、281、282

兵庫県高砂市米田町島2番地

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： ヤング開発株式会社

A799187E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。



整理番号

444

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 14,235 800 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2020 年 2 月 28

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2021 年 6 月 29

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市広畑区西蒲田字末ノ奥山1341-18

兵庫県神戸市中央区楠町6-2-15

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社リッチウォーク　　曽我千早

AZ99263E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

445

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 40,748 1,990 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 3 月 18
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 6 月 25

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市広畑区富士町１－５５

〒100-005　東京都千代田区丸の内３－３－１

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 吉野石膏株式会社　代表取締役社長　須藤永作

A792993E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

446

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 20,778 750 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 10 月 23
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 2 月 27

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市香寺町溝口字甲柳谷225-1

岡山県新見市正田104

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 東亜電工株式会社　代表取締役　松尾 孝繁

A729511E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 20 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 27 度

無

無

無

無

無

無

無

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
有

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

447

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 6,225 480 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 1 月 15
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 6 月 24

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市四郷町坂元字深田179-1

兵庫県姫路市四郷町本郷267-1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 大栄商運株式会社

A781502E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

不適合

不適合

不適合

不適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

有

民家の戸数： 3 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

支障なし

自然浸透により有効に排出されている。

同上

同上

同上

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
有

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

不適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。



整理番号

448

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 8,996 478 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 1 月 14
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 5 月 14

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市四郷町山脇字東代178-1外

兵庫県姫路市伊伝居6-1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社有馬不動産　　代表取締役　有馬 久和

A896097E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡



整理番号

449

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 2,980 250 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2012 年 9 月 4
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2013 年 8 月 30

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市実法寺字前田317

兵庫県姫路市夢前町菅生澗1355

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： フォローウインド株式会社

A691580E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。



整理番号

450

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 7,279 464 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 5 月 20
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 8 月 21

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市上手野字山吹２６７－１

兵庫県姫路神子岡前1丁目１－１５

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社　北村工務店

A７９２９６５E２８

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。



整理番号

451

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,476 1,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2018 年 3 月 7

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2018 年 9 月 21

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町佐良和字黒岩１１５９－１

兵庫県神戸市垂水区名谷町２２６７－１

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 丸山工務店株式会社

A957687E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 19 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

452

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 工事中 〇 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 7,800 750 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

中止 年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

(4)のり
   面の
   構造

(5)のり
   面保
   護

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町山崎字道上1631-16

兵庫県姫路市網干区垣内東町155

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 岸本木材㈱　代表取締役　岸本育代

A904828E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

(8)調整
   池の
   設置

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

453

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 15,800 1,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 1 月 6
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 5 月 15

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町小原字師々口623-1

兵庫県姫路市飾磨区山崎969番地

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 吉川　賢三

A768970E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

454

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 1,019,466 9,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 3 月 2
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2016 年 3 月 31

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町庄字炭加満山727-2　他

東京都港区六本木六丁目2番31号六本木ﾋﾙｽﾞﾉｰｽﾀﾜｰ1０階

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 合同会社JRE姫路　　職務執行者　赤津　忠祐

A830588E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

発電所用地は、H27年頃まで採石場として稼働していた土地で、その跡
地を利用して不陸整正（t=100mmの砕石敷き）程度を行い発電所を建
設。元々の採石場時代の切土法面が存在するが岩盤質であり風化も認め
られず、長年にわたり安定している状況。

(2)の評価により、擁壁は設置していな
い。

(2)の評価により、擁壁は設置していな
い。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

有

民家の戸数： 97 戸

盛土造成面積： 149,370 ㎡

斜面の最大勾配： 度

有

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

発電施設用地には土砂災害特別警戒区域は含まれない
が、事業用地内に該当箇所あり。2021-08-24に該当箇
所を踏査・点検したが異常は認められない

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

有

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

支障なし

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
有

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

455

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 19,222 1,750 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2015 年 8 月 12

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2017 年 3 月 9

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町大釜字向イ２８９-１

大阪府大阪市都島区東野田町四丁目１番１７号

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社日本ロジックス　代表取締役　楠本　佳弘

A895908E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 9,520 ㎡

斜面の最大勾配： 11 度

無

無

無

無

無

無

無

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

有

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

456

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 17,591 1,300 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2015 年 8 月 12

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2017 年 4 月 27

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町大釜字向イ２８９－３

大阪府大阪市都島区東野田町四丁目１番１７号

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社ＡＩＤ　代表取締役　九鬼　有里

A895913E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 8,240 ㎡

斜面の最大勾配： 11 度

無

無

無

無

無

無

無

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

有

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

457

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 18,386 1,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2017 年 4 月 5
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2018 年 4 月 23

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町新唐端新字北裏山342

香川県観音寺市豊浜町姫浜990番地1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社　三福土建

A955479E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

458

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 16,772 330 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2016 年 10 月 25
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2017 年 10 月 27

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

姫路市飾東町八重畑字金谷１４０１－１

神奈川県川崎市麻生区栗木台５－９－１

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 有限会社小和田建設　代表取締役小和田弘

A896556E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 5 度

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

該当なし

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

459

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 工事中 〇 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 14,423 50 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2023 年 3 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

(4)のり
   面の
   構造

(5)のり
   面保
   護

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町八重畑字古戸1399

兵庫県姫路市網干区垣内東町155

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 岸本木材㈱　代表取締役　岸本育代

AA74671E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

(8)調整
   池の
   設置

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。



整理番号

460

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 工事中 〇 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 33,258 50 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2023 年 3 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

(4)のり
   面の
   構造

(5)のり
   面保
   護

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町八重畑字大蔵552

兵庫県姫路市網干区垣内東町155

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 岸本木材㈱　代表取締役　岸本育代

AA74670E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

(8)調整
   池の
   設置

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。



整理番号

461

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 8,003 687.5 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2016 年 10 月 25
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2020 年 3 月 31

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町八重畑字藤原1398-1

岡山県岡山市北区樽津1385

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社　希刻

A896555E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

該当なし

該当なし

無

無

無

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

462

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 73,000 1,980 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2019 年 4 月 17

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2020 年 3 月 23

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町八重畑字藤原1398-42

兵庫県姫路市網干区垣内東町155

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 岸本木材㈱　代表取締役　岸本育代

A815850E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 10 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

調整池なし　道路、河川放流



整理番号

463

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 73,000 5,010 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2019 年 4 月 17

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2020 年 6 月 5

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾東町八重畑字藤原1398-42 外

兵庫県姫路市網干区垣内東町155

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 岸本木材㈱　代表取締役　岸本育代

A905748E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 10 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

調整池なし　道路、河川放流



整理番号

465

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

姫路市飾磨区今在家1416-1

広島市中区紙屋町2-1-18

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社エディオン 代表取締役社長 久保允誉

A887913E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

466

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 20.7万 10,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2013 年 4 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 3 月 4

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市飾磨区妻鹿日田町１－１

東京都千代田区大手町一丁目２番１号

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 出光興産株式会社　木藤 俊一

A701678E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。



整理番号

468

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 59,786 1,995 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2018 年 12 月 22

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2018 年 9 月 26

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市船津町字下野5290-63

兵庫県加古川市平岡町二俣249-1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社二川工業製作所　代表取締役二川昌也（ため池に設置）

A944633E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

469

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 60,528 1,500 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 5 月 11
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 9 月 30

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市船津町字下野5291

兵庫県姫路市白浜町甲770番地

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 姫路鋼材株式会社　代表取締役濱中健太郎（ため池に設置）

A878665E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

470

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 29,000 1,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 9 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2016 年 3 月 28

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市船津町字三右衛門池尻2018-2、他

兵庫県加古川市平岡町二俣249-1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社フタガワテック　代表取締役　二川昌也　（ため池に設置）

A895453E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

471

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 8,115 729 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2012 年 11 月 5
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2013 年 8 月 1

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市船津町5300-81

兵庫県姫路市白浜町宇佐崎南1-68-1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社城洋　　角田城治

A704530E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。



整理番号

472

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 30,000 1,500 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2016 年 2 月 12
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2016 年 7 月 14

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市船津町字池之尻5222

兵庫県加古川市平岡町二俣249-1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社二川工業製作所　代表取締役二川昌也　（ため池に設置）

A912533E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

473

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 263,084 1,044 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2013 年 11 月 1 ※未着手の場合は着手予定日を記入

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 7 月 8

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市打越字奧山１３３４－５

大阪市浪速区敷津西１丁目６番４号

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 有限会社スミコーポレーション 代表取締役 佐藤富美子

A752881E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

不適合

不適合

不適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 13 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 20 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

不適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

該当なし

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
有

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

雨水等の排水経路は敷地内の元来あった沢
を利用しているが、その沢の要所要所をコ
ンクリート土留め工事を施し土砂浸食等を
防ぎ有効に排水され維持管理している

上記に同じ

上記に同じ



整理番号

474

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 〇 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 21,632 1,486 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2015 年 5 月 14

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2021 年 2 月 28

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市打越字西宮ヶ谷１３３８－２２

大阪府大阪市都島区東野田町四丁目１番１７号

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社ＡＩＤ　代表取締役　九鬼　有里

A815881E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 53,637 ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

有

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。



整理番号

475

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 〇 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 28,565 990 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2020 年 4 月 2

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

姫路市打越字西宮ヶ谷1338番の2ほか2字ほか41筆

岡山市北区楢津１３８５

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社希刻　代表取締役　小橋一浩

A815882E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 53,637 ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

有

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。



整理番号

476

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 7,961 499 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2021 年 3 月 16

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2021 年 8 月 17

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市打越字西白鳥354-1【ため池　白鳥池】

兵庫県姫路市辻井一丁目2番22号

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社アカシカ住宅　代表取締役　赤鹿　嘉保

AA89276E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

477

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 20,424 990 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 4 月 21
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 10 月 17

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県姫路市打越字西野瀬523-1

東京都千代田区丸の内三丁目1番1号

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名：姫路ソーラーウェイ合同会社 代表社員 一般社団法人エナジーエクスプローラー 職務執行者 野坂 照光

A729620E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

有

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし


